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出町ゆかり

　

今
、辺
野
古
基
地
建
設
の
た
め
に
、沖
縄
戦
で
犠
牲
に
な
っ

た
人
の
遺
骨
が
残
さ
れ
て
い
る
沖
縄
南
部
の
土
砂
を
埋
め
立

て
に
使
う
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
槻
市
議
会
と
し

て
「
沖
縄
南
部
の
土
砂
を
埋
め
立
て
に
使
わ
な
い
で
」
と
の

意
見
書
を
国
に
あ
げ
て
欲
し
い
と
要
望
が
寄
せ
ら
れ
、
日
本

共
産
党
市
議
団
も
意
見
書
採
択
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
12

月
議
会
で
は
「
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
を
含
む
土
砂
を
埋
め

立
て
に
使
用
し
な
い
よ
う
求
め
る
」
陳
情
書
が
３
，
０
５
７

筆
の
署
名
と
と
も
に
議
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
議
会

沖
縄
等
の
戦
没
者
遺
骨
収
集
を

迅
速
に
進
め
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
が
可
決
（
12
月
15
日
）

　

高
槻
市
議
会
の
意
見
書
は
遺
骨
が
入
っ
た
土
砂
を
「
埋
め

立
て
に
使
用
し
な
い
こ
と
」
が
意
見
書
の
表
題
や
国
へ
の
要

望
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
中
村
議
員
は
意
見
表
明
で
、
み
な

さ
ん
が
要
望
さ
れ
て
い
る
の
は
「
計
画
さ
れ
て
い
る
辺
野
古

基
地
へ
の
埋
め
立
て
に
使
用
す
る
な
と
い
う
こ
と
だ
」
と
、
国

へ
の
要
望
に
も
明
確
に
主
張
す
べ
き
だ
っ
た
と
訴
え
ま
し
た
。

「
遺
骨
を
埋
め
立
て
に
使
用

し
な
い
で
」
の
主
張
を
明
確
に

積
み
立
て
る
だ
け
で
、
運
用
実
績
の
な
い

基
金
は
廃
止
し
、
市
民
の
た
め
に
利
用
を

積
み
立
て
る
だ
け
で
、
運
用
実
績
の
な
い

基
金
は
廃
止
し
、
市
民
の
た
め
に
利
用
を

市
独
自
の
施
設
等
の
基
準
に
つ
い
て

議
会
で
の
審
議
を
狭
め
る
改
悪
に
反
対

市
独
自
の
施
設
等
の
基
準
に
つ
い
て

議
会
で
の
審
議
を
狭
め
る
改
悪
に
反
対

　

基
金
は
特
定
の
目
的
の
た
め
に
、
積
み
立
て
ら
れ
る
市
の
資
金

で
す
。
12
月
議
会
で
は
基
金
の
あ
り
方
が
見
直
さ
れ
、
公
園
墓
地

管
理
基
金
、
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
金
、
体
育
施
設
建
築
積
立
て

基
金
を
廃
止
し
、
公
共
施
設
総
合
管
理
基
金
と
し
て
運
用
す
る
と

の
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

貯
め
て
お
く
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
動
き
の
な
い
基
金
に
つ
い
て

は
廃
止
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
中
村
議
員
は
他
に
も
ほ

と
ん
ど
動
き
の
な
い
基
金
が
あ
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
な
る
見
直
し

　

国
の
施
設
基
準
な
ど
の
改
正
が
あ
っ
た
場
合
、
市
の
条
例
も
そ

れ
に
合
わ
せ
て
改
正
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
基
準
よ
り
も
上

乗
せ
す
る
場
合
も
あ
り
、
地
域
の
状
況
も
踏
ま
え
た
市
独
自
の
基

準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
が
規
定
を
変
更
し
て
も
市
が
独
自
の
基
準
を
定
め
な
い
場
合

は
、
市
条
例
の
改
正
の
必
要
が
な
く
な
る
た
め
、
市
議
会
の
議
案

に
も
上
が
ら
な
く
な
り
ま
す
。
６
日
の
福
祉
企
業
委
員
会
で
き
よ

た
議
員
は
「
国
の
基
準
に
問
題
が
あ
っ
て
も
議
論
が
で
き
な
く
な

る
条
例
改
正
に
は
賛
成
で
な
い
」
と
反
対
し
ま
し
た
。

き
よ
た
純
子

（
12
月
６
日
発
言
）

中
村
れ
い
子

（
12
月
２
日
発
言
）

２
０
２
２
年
度
予
算
へ
の
要
望
書
を

市
長
に
提
出

　

11
月
29
日
に
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
と
高
槻
・
島
本
地
区
委

員
会
は
市
の
２
０
２
２
年
度
予
算
に
対
し
、
６
項
目
の
重
点
要
望

と
と
も
に
、
１
２
０
項
目
の
要
望
を
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

１
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

〇
収
入
が
落
ち
込
ん
で
い
る
事
業
者
へ
の
３
回
目
の
支
援
金
を
給
付
す

る
こ
と
。

〇
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
な
い
年
齢
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
対
し
て

検
査
キ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
す
る
こ
と
。

２
、  

子
育
て
支
援
や
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

〇
支
援
学
級
の
児
童
・
生
徒
を
含
め
て
１
ク
ラ
ス
35
人
以
下
学
級
に
す

る
こ
と
。

〇
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置
く
こ
と
。

３
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

〇
保
険
料
を
値
上
げ
し
な
い
こ
と
。

〇
子
ど
も
の
均
等
割
り
に
つ
い
て
は
、
全
額
免
除
す
る
こ
と
。

４
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い
て

〇「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
行
い
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
。

〇
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
強
化
し
、
啓
発
に
努
め
る
こ
と
。
学
校
給
食
の

使
い
捨
て
ス
ト
ロ
ー
な
ど
廃
止
す
る
こ
と
。

を
行
い
市
民
の
た
め
に
活
用
で
き
る
財
源
に
す
る
べ
き
だ
と
求
め

ま
し
た
。
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高
槻
市
は
、
市
営
バ
ス
の
経
営
に
つ
い
て
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
で
の
需
要
の
減
少
で
厳
し
さ
を
増
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。　

　

特
に
田
能
線
（
原
大
橋
よ
り
北
の
地
域
）、
萩
谷
線
（
関
西
大
学

よ
り
北
の
地
域
）、
成
合
・
川
久
保
線
（
上
成
合
よ
り
北
の
地
域
）

の
地
域
は
、
利
用
者
が
少
な
く
、
乗
合
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
交
通
等

の
交
通
手
段
の
検
討
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

山
間
地
域
（
樫
田
・
萩
谷
・
川
久
保
）
の

交
通
に
つ
い
て
検
討
が
始
ま
る

山
間
地
域
（
樫
田
・
萩
谷
・
川
久
保
）
の

交
通
に
つ
い
て
検
討
が
始
ま
る

学
童
保
育
の
今
後
の
方
針
（
案
）

学
童
保
育
の
今
後
の
方
針
（
案
）

市
民
都
市
委
員
会
協
議
会

　

生
活
交
通
路
線
維
持
事
業
の
補
助
金
の
見
直
し
を
今
年
度
中
に

実
施
し
、
補
助
金
の
対
象
路
線
を
山
間
（
田
能
線
、
萩
谷
線
、
川

久
保
線
）、
平
担
（
三
島
江
・
柱
本
線
、
前
島
線
、
梶
原
線
）
の
６

路
線
に
限
定
す
る
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
行
で
は
、
運
行
損
失
額
が
３
，
０
０
０
万
円
以
上
な
ど
の
路

線
を
対
象
に
し
て
お
り
、
道
鵜
線
な
ど
、
そ
の
年
に
よ
っ
て
補
助

金
の
対
象
に
な
る
路
線
も
あ
り
ま
す
。

　

き
よ
た
議
員
は
「
赤
字
路
線
に
補
助
す
る
の
は
こ
の
制
度
の
目

的
に
沿
っ
た
も
の
だ
」
と
制
度
改
悪
に
反
対
の
意
見
を
表
明
し
ま

し
た
。 福

祉
企
業
委
員
会
協
議
会

市バス 市が示した山間３地域の交通手段案
一般乗合旅客自動車運送事業

路線定期運行　　　路線不定期運行　　　 区域運行

一般的な例

運行の特性

利　　 点

留　意　点

乗合バス（定員１１人以上）　
乗合タクシー（定員１０人以下）

時刻と路線を定めて、
定時定路線で運行

●時刻と路線を定めた
一般的な運行のた
め、利用者にとって
わかりやすい
●比較的まとまった利
用者に対応しやすい

●利用の有無に関わら
ず、常に運行する必
要がある

●閉散時においても、
一定の経費が必要と
なる

●予約により運行する
ため、燃料費の削減
等が図られる。

●路線を定めて運行す
るため、予約が比較
的まとまりやすい

●利用者は予約が必要
となる
●予約がまとまらない
場合は、非効率な運
行や経費増加となる

●予約により運行する
め、燃料費の削減等
が図られる
●利用者のニーズより
柔軟な運行ができる

●低密度で広範に分布
する利用者に対して
も、面的なカバーが
できる
●利用者は予約が必要
となる
●予約がまとまらない
場合は、非効率な運
行や経費増加となる

●タクシーとの競合の
懸念があるため、差
別化が必要となる

路線を定めて、
予約により運行

運行地域を定めて、
予約により運行

デマンドバス（定員１１人以上）　
デマンドタクシー（定員１０人以下）

　

今
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
給
付
金
は
、
臨
時
国
会
で
議
決
さ
れ
た
後
、
給
付
は

来
年
に
な
り
ま
す
。
政
府
案
で
は
、
給
与
収
入
の
み
の
人
は

年
間
収
入
が
93
万
円
以
下
で
な
い
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
で
疲
弊
し
た
暮
ら
し
と
営
業
の
苦
境
を
救
う
も
の
と

は
程
遠
い
状
況
で
す
。

　

給
付
対
象
者
は
、
市
の
試
算
で
は
約
４
万
５
０
０
０
世
帯
。

今
回
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
だ
け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
影
響
で
家
計
が
急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
準

ず
る
世
帯
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

国
の
給
付
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
の
対
象
者
は
、児
童
手
当
（
特
別
給
付
を
除
く
）

受
給
者
。
高
校
生
を
養
育
す
る
方
、
２
０
２
２
年
３
月
31
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
養
育
す
る
方
（
児
童
手
当
の
所

得
基
準
を
適
応
）
に
、
対
象
児
童
あ
た
り
10
万
円
が
支
払
わ

れ
ま
す
。
市
は
対
象
児
童
数
は
５
万
３
０
０
０
人
を
見
込
ん

で
い
ま
す
（
12
月
27
日
給
付
予
定
、
条
件
に
よ
っ
て
は
申
請
が

必
要
）。

　

し
か
し
、
今
回
の
給
付
金
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

現
金
給
付
は
原
則
５
万
円
。
残
り
の
５
万
円
は
ク
ー
ポ
ン
券

で
の
支
給
す
る
こ
と
で
す
。
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
で
な
い
と

使
う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
使
い
に
く
く
な
り
ま
す
。
ク
ー

ポ
ン
券
が
発
行
さ
れ
る
前
に
引
っ
越
し
た
場
合
は
引
っ
越
し

た
先
で
は
使
え
な
い
と
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
国
は
多
く
の

批
判
が
あ
り
、
全
額
現
金
給
付
を
認
め
ま
し
た
。

高
槻
市
は
子
育
て
世
帯
へ
の

給
付
金
を
全
額
現
金
給
付

　

高
槻
市
で
は
学
童
保
育
の
対
象
は
原
則
小
学
３
年
生
ま
で
で
す

が
、
４
年
生
以
降
も
対
象
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

障
害
児
の
４
年
生
か
ら
の
入
室
基
準
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
な
い

と
入
所
を
認
め
ず
、
ほ
と
ん
ど
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
定
員
を
45
人
か
ら
40
人
に
減
ら
す
る
こ
と
。
公
立
学
童

の
障
害
児
の
入
室
要
件
の
緩
和
を
検
討
す
る
と
し
て
お
り
評
価
で

き
ま
す
。
ま
た
、
公
立
で
は
高
学
年
対
応
の
検
討
は
し
な
い
と
し

て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
が
通
う
学
校
で
、
引
き
続
き
保
育
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
も
あ
り
ま
す
。
き
よ
た
議
員
は
「
今
後
の
課
題
と

し
て
公
立
学
童
で
も
高
学
年
対
応
を
検
討
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

生
活
交
通
維
持
路
線
の

補
助
金
を
出
す
路
線
を
削
減

生
活
交
通
維
持
路
線
の

補
助
金
を
出
す
路
線
を
削
減
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